
◆◆◆はじめに◆◆◆ 
 
 本書は２００６年１１月に、パソコン向け

の電子書籍として発行されたデイトレード

入門書の改訂版だ。 
 オリジナル版が好評を得た理由は大きく

３つある。 
 
（１）すばらしい実績をあげている個人投資

家に、実際にネット証券で売買してもらった

こと。 
 
（２）初心者でも簡単に真似できるデイトレードの手法を用いてもらったこと。 
 
（３）その実績と取引データをもとに、わかりやすく手法を解説したこと。 
 
 ６７４，５５７円の利益がこのとき、じっさいに得られた。 
 元手は３００万円。 
 取引をした１ヵ月間（実質１８日）、いちども負けなしである。 
 

 
 
 あなたが用意できる元手が１００万円でも５０万円でも、株の売買ができる

程度であれば、本書の手法は実行できる。 
 この成績を１年間つづければ、単純計算で元手は約３倍、複利運用なら１０

倍も夢ではない。 
 この結果がたまたまの幸運でないことは、あとで述べるように、運用期間中、

下げ相場だったことでもわかる。 
 
 これから説明する投資法は、伝授してくれた個人投資家曰く、「デイトレード

の最もシンプルなやり方」だ。 
 デイトレーダーなんていうと、モニターを何台も同時に見て、いくつもの操

作を瞬時におこなって……というイメージがある。 
 そういうことをいっさいせず、むずかしい計算や複雑なテクニカル指標もい

っさい使わないで、この実績である。 
 したがって、初心者でもじゅうぶん取り組める。 
 ここで言う初心者とは以下のような人だ。 
 



○投資に関心はあるが、まだはじめていない人 
○はじめてまもない人 
○経験はかなりあるのに、ちっとも儲かっていない人 
 
 また、経験者にしても、大切なのは知識のあるなしではなく、実績だ。 
 「初心者向け」のやり方で、これ以上のパフォーマンスが出せるようになっ

てから、次の段階へ進まれることをおすすめする。 
 
 この魅力的な投資法を紹介するまえに、いくつか注意点がある。 
 
 本書はできるだけコンパクトに有益な内容を盛り込むことを目指している関

係上、初心者向けとはいえ、用語の解説だとか口座の開設といった部分にはふ

れていない。 
 それほどむずかしい専門用語は使っていないので、いきなり本書から読みは

じめても、そんなにこまることはないはずである。 
 
 オリジナル版では、実際の取引データを参照してもらいながら、話を進めて

いたが、本書では、データそのものは省略し、本文だけで理解できるようにし

た。 
 どうしても取引データを見たい方は、ＲＪのサイトで、メンバーズ（有料会

員）になれば、閲覧できるようにしてある。 
 
 http://www.rjbo.com/ 
 
 前提となっているデータが古いと、いまの状況とは合わないんじゃないかと

不安になるかもしれないが、本書の内容はそんなヤワなものではないので、安

心してもらいたい。 
 いちどマスターすれば、あとはあなた自身がデータだけを最新に更新してい

けば対応できるようになっている。 
 本書の例も最新データに書き換えるのは簡単なのだが、そうすると、現実の

取引をもとに出した実績だという部分がウソになってしまう。 
 
 ちなみに、もととなった取引をおこなったのは、その時点で、個人投資家の

利用率が最も高かったイー・トレード証券である。 
 
 最後に、本書はなんらかの結果を約束するものではないので、投資をされる

さいには、ご自身の責任でどうぞ。 
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【01】驚くべき実績 
 
 はじめに紹介した実績のうち、なにより驚くのは、１ヵ月間いちども負けな

しという事実だ。 
 
「いや、ホンネを言うと、負けがあるぐらいの方がいいんですよ。今回は初心

者向けということでやったので、リスクをできるだけとらないようにしました。

そのせいで、本来なら１日で数十万儲けることのできた日に、結果を出せてい

ません。少し言いわけですけどね」 
 
 しかし、こう思わないだろうか？ その方がかえってスゴイと。 
 これが２００５年末あたりの日本全体の株価が急上昇している時期なら、

我々も驚かない。 
 不祥事がつづき、株価が低迷していた２００６年夏である。 
 正確には、６月２９日～７月２７日になる（２０営業日中売買したのは１８

営業日）。 
 
 そのすごみを理解していただくため、まずは相場全体の動きを見てみよう。 
 この期間の日経平均株価は、終値ベースでわずかなプラスだった。 
 
 １５，１２１ → １５，１７９ 
 
 ただし、取引２日目～最終日前日までの終値の動きを見ると、 
 
 １５，５０５ → １４，８８４ 
 
 この通り大きく下げている。 
 期間中の高値は４営業日目（７月４日）、安値はほぼ中間点にあたる９営業日

目（７月１１日）につけている。 
 このあいだの終値の変化は、以下の通り。 
 
 １５，５０５ → １４，４３７ 
 
 ちょうど１週間で、じつに１０００円以上下げている。 
 終値ベースで、日経平均がこれほど短期間に急落するのは、年にそう何回も

あるものではない。 
 こんな状況下でどうして月２２％を超える利益が可能となるのか、その秘密

の一端は取引データに隠されている。 
 
※サンプル版はここまでです。 


